
１　件名

　　横浜型循環型社会の形成に向けた衣類に関する脱炭素ライフスタイル浸透事業

２　選定した協働事業者　　　

　　ハーチ株式会社

３　評価結果

評価点数 順位

800 1

542 2

４　評価委員会開催経過

委員会開催日時

開催場所

評価委員の出席状況

事務局

議事内容

５　評価基準

　　別紙のとおり

６　問い合わせ先

　　脱炭素・GREEN×EXPO推進局脱炭素ライフスタイル推進 TEL　045-671-2661

令和７年６月６日　金曜日　14：00～16：10

市庁舎18階みなと３会議室

６名中６名出席（６/６）

脱炭素・GREEN×EXPO推進局脱炭素ライフスタイル推進課

　　　　　　　　　　　　・提案者へのヒアリング実施
　　　　　　　　　　　　・提案書の評価、集計、集計結果の確認、協働事業者の特定

提案者

ハーチ株式会社

　株式会社チクマ

脱炭素・GREEN×EXPO推進局脱炭素ライフスタイル推進課

令和7年7月31日

「横浜型循環型社会の形成に向けた衣類に関する脱炭素ライフスタイル浸透事業」協働事業者の選定結果

「横浜型循環型社会の形成に向けた衣類に関する脱炭素ライフスタイル浸透事業」協働事業者について募集を行った
結果、 ２事業者から提案があり、評価委員会での審議の結果、次のとおり協働事業者を決定しました。



 

提案書評価基準 

１ 評価事項 

提案書に対する評価は、表１の評価項目及び配点のもと行います。 評価の視点は表２のとおり

とします 

 

２ 評価方法 

 (1) 配点 

   評価表の各評価項目に配分する得点は次のとおりとする。 

評価項目 配点 

１ 業務実績 １５点 

２ 業務実施体制 １５点 

３ 実施内容（１） ３０点 

４ 実施内容（２） ３０点 

５ 実施内容（３） ３０点 

６ 実施内容（４） ２０点 

７ 実施内容（５） １０点 

８ 実施内容（６） １０点 

９ 企業としての取組  ８点 

10 一般競争入札者名簿登録  ２点 

合計 １７０点 

 

 (2) 採点方法 

ア「業務実施体制」「実施内容（５）」「実施内容（６）」は、Ａ、Ｃ、Ｅの３段階評価を行う。 

イ 「業務実績」「実施内容（１）」「実施内容（２）」「実施内容（３）」「実施内容（４）」は、Ａ、 

Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階評価を行う。 

ウ 評価点について、次のように配点を行う。 

  それぞれの配点に、Ａ＝5/5、Ｂ＝4/5、Ｃ＝3/5、Ｄ＝2/5、Ｅ＝1/5 を乗じて算出する。 

   (ア) 実施内容（４） 

     配点 20 点 A=20 点、B＝16 点、C＝12 点、D＝８点、E＝２点 

(イ)  業務実施体制 

      配点 15 点 A=15 点、C=９点、E＝３点 

  (ウ) 業務実績、実施内容（２） 

      配点 15 点 A=15 点、B＝12 点、C＝９点、D＝６点、E＝３点 

  (エ) 実施内容（１）（３） 

      配点 10 点 A=10 点、B=８点、C=６点、D=４点、E＝２点 

  (オ) 実施内容（５）（６） 

      配点 10 点 A＝10 点、C＝６点、E＝２点 

エ 企業としての脱炭素・環境に関する取組の評価については、表１の「評価の着目点」に記載    

した項目について１つ満たすごとに２点を加算する。 

オ 一般競争入札有資格者名簿への登録についての評価は、表１の「評価の着目点」に記載    

した項目について１つ満たすごとに１点を加算する。 

カ 評価が同点となった場合は、評価委員会に出席した委員の多数決で決し、票数が同数の場合 



 

は、委員長の決するところによる。 

キ 評価に E がある場合は、候補者に原則として特定しない。 

 

評価項目 

（配点） 
評価内容 評価の着目点 配点 評価 

評価

点 

 業務実績 
（15 点） 

過去５年間に類似業務の実績があり、その業務内
容や事業手法が本業務の実施につながると評価で
きるか。 

15   

 業務実施体制 
（15 点） 

本市との十分な連絡調整ができる体制が整備さ
れ、円滑かつ継続的に安定した業務遂行が期待で
きるか。 

15   

 

実施内容（１） 
衣類分野の横浜型循環
型社会の形成に向けた
グランドデザインの策

定 

(30点) 

・横浜市の方針や施策、背景を踏まえ、事業の目
的を的確かつ十分理解された提案となっている
か。 
・事業の全体構成が事業目的を達成する内容にな
っているか。 

10   

 GREEN×EXPO2027 を事業全体のマイルストーンと
位置づけた内容となっているか。 

10   

 実現可能性があり、持続な可能な事業に向けた内
容となっているか。 

10   

 実施内容（２） 
市内の大学と連携した

衣類循環の促進 
（30 点） 

大学と連携した不要な衣類を循環させる具体的な
取組内容となっているか。 

15   

 資源集団回収の普及啓発につながる提案となって
いるか。 

15   

 
実施内容（３） 

不要な衣類からの再生
及び新たなプロダクト
を活用した循環の創出 

（30 点） 

新たなプロダクトに関して先進性・話題性のある
提案となっているか。 

10   

 市民に訴求力のある提案であるか。 10   

 
実現性のある提案であるか。 10   

 実施内容（４） 
不要な衣類を活用した

試行的取組の実施 
（20 点） 

実現性や独創性のある提案内容となっているか。 20   

 実施内容（５） 

温室効果ガス削減効果

の算出 

（10 点） 

温室効果ガス削減効果の把握方法について科学的
に妥当な提案となっているか。 

10   

 実施内容（６） 
業務実施に係るネット
ワークの構築、プロモ
ーション、プロジェク

ト進行 
（10 点） 

ネットワーク構築やプロモーション、プロジェク
ト進行が事業全体を円滑に進めるためのものとな
っているか。 

10   

 
企業としての脱炭素・

環境に関する取組 
（８点） 

□横浜市SDGs認証制度”Y-SDGs”認証の取得 
□エコアクション21認証の取得 
□横浜環境活動賞（企業の部）の受賞 
□脱炭素取組宣言の実施 
【各項目の配点２点】 

８   

 
一般競争入札有資格者

名簿への登録 
（２点） 

□市内事業者であること 
□中小企業であること 
※共同事業体の場合、該当する１社以上が参加し
ていれば加点 
【各項目の配点１点】 

２   

＜表１＞ 



 

＜表２＞ 

 

A（5/5） B（4/5） C（3/5） D（2/5） E（1/5）

業務実績
（15点）

過去５年間に類似業務の実績があり、その
業務内容や事業手法が本業務の実施につ
ながると評価できるか。

同種業務で複数の
受託実績があり、
業務実績を本業務
の実施に生かすこ
とが十分期待でき
る

同種業務で受託実
績がある、業務実
績を本業務の実施
に生かすことが期
待できる

同種業務で受託実
績がある、業務実
績を本業務の実施
に生かすことがや
や期待できる

同種業務で受託実
績はないが、業務
実績を本業務に生
かすことがやや期
待できる

同種業務で受託実
績がない、または
業務実績を本業務
に生かすことが期
待できない

業務実施体制
（15点）

本市との十分な連絡調整ができる体制が
整備され、円滑かつ継続的に安定した業務
遂行が期待できるか。

本市と連絡・調整
ができる仕組みや
体制等が提案され
ており、円滑な実
施が期待できる

人員配置や組織
体制において、必
要水準を満たして
いる

十分な人員配置が
なく組織体制が
整っていない。ま
たは該当する記載
がない

・事業の全体構成が事業目的を達成する内
容になっているか。

事業目的達成する
ことが十分期待で
きる

事業目的達成する
ことが期待できる

事業目的達成する
ことがやや期待で
きる

事業目的達成する
ことがあまり期待
できない

事業目的達成する
ことが全く期待でき
ない

・GREEN×EXPO2027を事業全体のマイル
ストーンとして位置づけた内容となっている
か。

GREEN×
EXPO2027をマイ
ルストーンとして十
分に位置づけられ
ている。

GREEN×
EXPO2027をマイ
ルストーンとしてや
や位置づけられて
いる。

GREEN×
EXPO2027をマイ
ルストーンとして位
置づけがやや十分
でない。

GREEN×
EXPO2027をマイ
ルストーンとして位
置づけが十分でな
い。

GREEN×
EXPO2027をマイ
ルストーンとして位
置づけられていな
い。

実現可能性があり、持続な可能な事業に向
けた内容となっているか。

実現可能性が非
常に高く、持続可
能性が十分期待で
きる

実現可能性が高
く、持続可能性が
期待できる

実現可能性があ
り、持続可能性が
やや期待できる

実現可能性や持
続可能性があまり
期待できない

実現可能性や持
続可能性が全く期
待できない

大学と連携した不要な衣類を循環させる具
体的な取組内容となっているか。

具体性があり、効
果が十分期待でき
る提案となってい
る

具体性があり、効
果が期待できる提
案となっている

標準的な提案と
なっている

具体性や効果があ
まり期待できない

具体性がなく、効
果が期待できない

資源集団回収の普及啓発につながる提案
となっているか。

非常に普及啓発の
効果が期待できる

十分普及啓発の
効果が期待できる

標準的な提案と
なっている。

あまり普及啓発の
効果が期待できな
い

全く普及啓発の効
果が期待できない

新たなプロダクトに関して先進性・話題性の
ある提案となっているか。

先進性・話題性が
非常に高い提案と
なっている

先進性・話題性が
高い提案となって
いる

標準的な提案と
なっている。

先進性・話題性が
ある提案とはあま
りいえない

先進性・話題性が
ある提案とはいえ
ない

市民に訴求力のある提案となっているか。
市民への訴求力
が非常に高い提案
となっている

市民への訴求力
が高い提案となっ
ている

標準的な提案と
なっている

市民への訴求力
がやや低い提案と
なっている

市民への訴求力
が低い提案となっ
ている

実現性のある提案となっているか。
実現性が非常に高
い提案となってい
る

実現性が高い提案
となっている

標準的な提案と
なっている

実現性がある提案
とはあまりいえな
い

実現性がある提案
とはいえない

（4）『不要な衣類を活用した試行的取組
の実施』の提案内容

（20点）

実現性や独創性のある提案となっている
か。

実現性や独創性
が非常に高い提案
となっている

実現性や独創性
が高い提案となっ
ている

標準的な提案と
なっている。

実現性や独創性
がある提案とはあ
まりいえない

実現性や独創性
がある提案とはい
えない

（5）『温室効果ガス削減効果の算出』の
提案内容
（10点）

温室効果ガス削減効果の把握方法につい
て科学的に妥当な提案となっているか。

実施内容における
削減効果を正確に
把握できる方法が
提案されている

実施内容における
削減効果を把握で
きる方法が提案さ
れている

削減効果を把握で
きる方法が提案さ
れていない

（6）『業務実施に係るネットワークの構
築、プロモーション、プロジェクト進行』の提

案内容
（10点）

ネットワーク構築やプロモーション、プロジェ
クト進行が事業全体を円滑に進めるための
ものとなっているか。

事業全体が円滑に
進むことが十分期
待できる

事業全体が円滑に
進むことが期待で
きる

事業全体が円滑に
進むことが期待で
きない

企業としての脱炭素・環境に関する取組
（８点）

□横浜市SDGs認証制度”Y-SDGs”認証の
取得
□エコアクション21認証の取得
□横浜環境活動賞（企業の部）の受賞
□脱炭素取組宣言の実施

一般競争入札有資格者名簿への登録
（２点）

□市内事業者であること
□中小企業であること

※共同事業体の場合、該当する１社以上が
参加していれば加点

評価
評価項目

１　組織運
営・実施体制

（2）『市内の大学と連携した衣類循環の
促進』の提案内容

（30点）

（3）『不要な衣類からの再生及び新たな
プロダクトを活用した循環の創出』の提案

内容
（30点）

３　企業として
の取組

評価の視点

２　実施内容

（1）『衣類分野の横浜型循環型社会の形
成に向けたグランドデザインの策定』の提

案内容
(30点)




